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1.漱 石 とく桃源郷 〉
いまからおよそ千五百年前に書かれた晋の詩人陶淵明の 「桃花源記」を源 とする東洋版ユー
トピアー 〈桃源郷〉のモティーフは、十九世紀西洋の リア リズムを受け入れた明治時代以来
今 日に至るまで 日本文学の幻想の系譜にしっか りと根付いている魅力的な主題の一つである。
こうしたく桃源郷〉のモテ ィーフと深い関わ りをもつ作家 とには古 くは泉鏡花から新 しくは村
上春樹や辻原登にいたるまで綿'々と続いているが、本論では夏目漱石と村上春樹を中心に論を
進めて行 きたいと思 う。
夏 目漱石 とく桃源郷〉の関係を考える場合、まず考察の対象とな り得るのは初期作品であろ
う。漱石の初期小説はその多 くが生来の浪漫的気質 と、近代(西 洋)文 明に対する反動 として
の日本的、東洋的パ トスへの眼差 しが交叉することろで成 り立 っているものが多 く、そ ういう
初期の作品世界において〈桃源郷〉はもっとも親 しみやすく、かつ豊かな文学的表現を可能に
するモティーフであ りつづけた と思われる。
イギ リス留学か ら帰ってきた漱石は 『文学論 ノー ト』に 「西洋人ハ(_...)浮 世 トカ俗社
会 ヲ超脱スルコト能ハザルナリ、吾人ノ詩ハ悠然見南山デ尽キテ居ル、出世間的デアル」とい
った文章をしたためた。幼い時か ら漢学を学び、やがて漢詩の世界に入って行った漱石はここ
で陶淵明の有名な詩 「飲酒二十首拜序」の一節を借 りて 「俗社会」(近代文明)に 対す る反動
として東洋的な隠逸の境地への憧憬を示 しているが、その延長線上に生まれたのが小説 『草枕』
である(い み じくも漱石は 『文学論ノート』中で使 った陶淵明の詩句 「悠然見南山」を 『草枕』
の第一章に繰 り返して引用いている)。
まさに老荘の世界 とぴった り隣 り合わせているようなタイ トルを冠したこの小説は、漂泊の
詩人ならぬ一人の画家が理想化 された自然を背景に芸術の理想をめぐって自問自答す るとい
う、いわば自己反映的な〈芸術家小説 〉の体裁になっている。 ところで、この小説は東京を脱
出した一人の画家が出世間の山里那古井へ向か う道の りの描写か ら書 き起 こされているのだ
が、ここには小説の冒頭に出て くる 「呑気な扁舟を泛べてこの桃源に遡る」 という記述が暗示
するように〈桃源郷〉の トポスが下敷 きにされている。
「桃花源記」の武陵の漁夫が五百年間も隠蔽 されていた理想郷に辿 り着 くまでには少なくと
も二つの過程を経なければならなかった。 まずは咲き乱れる桃の花につられてのく遡行〉であ
り、つぎは川の源のところに始まる狭い山の洞窟を〈潜 り抜ける〉ことであった。 これをr草
枕』の画工が那古井の地にいたるまでの道の りと照 らし合わせてみると、両者が見事に一致 し
ていることがわかる。第一、「路を行 くといわんより川底を渉る」ような感 じで険 しい谷間に
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沿って遡ってい く行程は紛れ もなく 「桃花源記」における舟の遡行と照応するものとい>xる。
山の峠へ差 し掛かったとき突然降 り出し、画工を しっとりと濡らす霧雨もやは り作者による手
の込んだ仕掛けの一つであろう。つまり画工がいよいよ出世間の山里に入るためにはこの霧(あ
るいは水)の 帳をく潜 り抜ける〉手続 きを踏まなければならなかったのである1。作者が山中
の昼の雨を 「雨の糸が濃かで殆んど霧を欺 く位」のものに仕立て、那古井への道の りに組み込
んだのは、「雨が動 くのか、木が動 くのか、夢が動 くのか、何 となく不思議な心持ちだ。」のよ
うな記述からも読みとれるように、この世からあの世へ入る際に加えるべき劇的装置、言い換
えれぽこの場面にふさわ しい神秘的な雰囲気を醸 し出す小道具の必要からであろう。
漱石の桃源郷の トポスへのこだわ りはもちろんr草 枕』に限らない。たと>z..ば最初の短編r倫
敦塔』(1905)に はより露わな形で 「桃花源記」の世界が持ち込まれている。
余はどの路を通 ってr塔 』に着 したかまたいかなる町を横切ってわが家に帰ったかいまだ
に判然 しない。どう考えても思い出せぬ。(中 略)あ たかも闇を裂 く稲妻の眉に落ると見
えて消>xた る心地がする。倫敦塔は宿世の夢の焼点のようだ。
話の前置きの形で出てくるこのような記述は、ロン ドソの名所巡 りの一環であったはずのロ




桃源郷 と軽薄な俗世界 とはもとよりその源を異にするため一旦現れた両界を繋ぐ途もす ぐに覆
い隠されてしまった とい う内容2と 確かに響き合 っている。
すでに議論されてられている通 り、語 り手の漱石が ロンドソ塔を訪れるのにはテームズ川の
向こう側へ行 く煩わ しさは必要なかったにもかかわらず、わざわざ回り道をしてテームズ川を
渡ったあと、今度は逆にロンドン塔へ向かって橋(タ ワー ・ブ リッジ)を 渡ってロンドン塔に




r草枕』の霧雨のイメジャリーは実は同 じく<異 界訪問譚〉の類に属するr倫 敦塔』やrカ ー
ライル博物館』においても巧みに用いれている。たと>Z..ば『カーライル博物館』の 「余」がカー




こうしてみて くると、『倫敦塔』の語 り手が 「セピヤ色の水を以て飽和 したる空気の中にぼ
んや り立 って」いる、つまり煙霧に包まれているロソ ドン塔の入 り口の 「建物の下を潜って向
へ抜け」ていく様子を単なる自然現象の写実描写 と片づけることは所詮無理な話である。
霧は漱石の異界訪問譚に しぼしぼ登場し、ロマンチ ックな夢想を醸 し出す酵母の働 きをする
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特権的なイメジャリーである。夏目漱石に〈幻視者 〉としての相貌を与えるのはく桃源郷〉と
いうよりは〈霧源郷 〉と呼べる異空間なのだ。




武陵の漁夫がく遡る〉ことによって川の源に至 り、そこで幻の理想郷を発見 した、 とい う物
語の構造は東洋的ユー トピアの観念の本質を現すものなのかもしれない。すなわち西洋のユー




結びついている。川を遡 ってきた漁夫が最後に 「初めは極めて狭 く、纔に人を通ず」山の 「小
口」を潜 り抜け、安 らかで長閑な桃源郷に出たということは、母胎への回帰の過程を彷彿 とさ
せるものがある。そ うい う意味でいえば、霧雨に濡れながら谷間を遡 り那古井の地に着いたr草











枕』の那古井同様、「冷然 と二十世紀を軽蔑するように立 っている」 ロソドン塔は二十世紀の
現実社会から時間的にも空間的にも隔絶された空間であ り、そのなかで語 り手が 「過去とい う
怪 しき物」の 「戸張」の奥のほ うへ進んでいくということはそのまま文明批判であると同時に
ユー トピア探 しの身振 りになっている。
r草枕』の画工にとって那古井の温泉場 とい う空間は結局何だったのだろ うか。 この問いに
対する答えはこの小説が実際は長閑な自然でも、美しく魅力的なヒロイソでもなく、芸術の理
想や 「成就」をめ ぐる言説で覆われている事態から自ず と見いだされるだろう。『倫敦塔』の
「余」は牢獄の壁に刻みこまれた落書きに導かれた空想のなかで 「書 く」ことの意味を自分自








村 上 春 樹 は現 代 日本 の作 家 の なか で も っ と も個 性 的 な く桃 源 郷 〉の トポ ス の書 き手 の一 人 で
あ る 。 まず 題 名 か ら して くユ ー トピア/デ ィス トピア 〉 を め ぐる フ ァ ン タ ジ ー と思 わ せ る長 編
小 説r世 界 の 終 りとハ ー ドボ イ ル ド ・ワ ンダ ー ラ ン ド』(1985)は 、 深 い 森 に 囲 まれ た 架 空 の
都 市 を 背景 とす る 「世 界 の終 り」 の セ クシ ョン と現 実 の 現 代 都 市 を 舞 台 とす る 「ハ ー ドボ イル
ド ・ワ ソ ダー ラ ン ド」 の セ クシ ョ ンに 分 か れ て 、 二 つ の物 語 が 並 行 して進 行 す る構 成 に な って
い る。
「世 界 の終 り」 が ま るで トマ ス ・モ アの 架 空 の都 市 が 五 百 年 の 後廃 墟 化 した形 で 現 れ た よ う
な、解 体 され 、空 虚 と化 した 世 界 の形 象 を と どめ て い るデ ィス トピ アの世 界 とい うな ら、「ハ ー
ドボ イ ル ド ・ワ ン ダー ラ ン ド」 のSF風 の都 市 空 間 は主 人 公 の 「私 」 が 超 高 層 ビル か ら地 底 ま
で ダ イ ナ ミッ クに 動 き回 る 冒険 空 間 と して 描 か れ て い る。 作 者 が 「ハ ー ドボ イ ル ド ・ワ ンダ ー
ラ ン ド」 の物 語 の舞 台 を謎 に満 ちた 「ワ ンダ ー ラ ン ド(wonderland)」 に仕 組 も うと工 夫 を 凝
ら した い ろ ん な場 面 の なか で、 〈桃 源 郷 〉の モ テ ィー フ との 関連 に お い て ひ ときわ 注 意 を 引 く






あた りに鉄の扉がついていた。(中略)扉 はやがて音もな く内側に開いた。
「さ、着きました。どうぞ入って下 さい」
計算士の 「私」が地下に流れる川を遡 り、脳科学者である老博士の研究室(い わば、人間の






より二年後に出たrノ ルウェイの森』(1987)に おいてである。物語は大都市東京 と京都近郊
の山奥にある療養所とい う全 く対照的な二つの空間を両軸にして展開 していく。ここで注 目し
たいのは渡辺の恋人直子のいる精神障害者のための療養施設が理想の別世界として描かれてい
るうえ、渡辺が直子の面会に初めて療養所の 「阿美寮」を訪れる場面はどの作品にも増 して 「桃
花源記」風に巧みに脚色されていることである。
バスはす ぐに出発 し、鴨川に沿って京都市内を北へと向った。(中 略)バ スは突然ひや り
とした森林の中に入った。杉はまるで原生林のように高 くそびえたち、 日の光をさえぎ
り、 うす暗い影で万物を覆 っていた。(中 略)谷 川に沿 ってその杉林のなかをずいぶん長
い時間進み、世界中が永遠に森林で埋め尽 くされてしまったんじゃないか という気分に
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な り始めたあた りでや っと林が終 り、我々はまわ りを山に囲まれた盆地のような ところ
に出た。
川に沿 って北へ向うバスに乗って長い時間日の光が遮断された杉林のく トンネル〉を通 り抜
け、登山ルー トの入 口でバスから降 りた後、谷川に沿って登山ルー トを上 って(「道の左手に
は川が流れ、右手には雑木林がつづいていた。」)、阿美寮に辿 り着 くまでの道の りの描写は思
わせぶ りの表現が目立つ。さらに、療養所内に不規則に並んでいる 「奇妙な雰囲気」のする住
宅について 「それは我々が非現実を心地良 く描こうとした絵か らしば しば感 じとる情感に似て
いた」 とのように比喩するあた りはこの療養所が 「心地 よい」異空間であることを印象づけて
いる。
また、療養所のなかでの生活について語 るつぎのような話 しは読者をして 「桃花源記」中の
村人たちの平和な暮 らしを連想させずにはおかない。
「こ この生 活 そ の ものが 療 養 な の よ。 規 則 正 しい 生 活 、運 動 、 外 界 か ら の隔 離 、静 け さ、
お い しい 空 気 。私 た ち畑 を 持 って て 殆 ん ど 自給 自足 で暮 ら して る し、TVも ない し、 ラ ジ
オ も ない し。 今 流 行 って る コ ミュ ンみ た い な もん よね 。」
このように牧歌的な環境のなかで何の不 自由もな く穏やかに暮 らすことのできる「コミュソ」
では医者 も患者 もみな 「平等」で、お互いに 「助け合 う」こそが唯一要求される徳目である。
まさに 「桃花源記」の世界 と響き合いそ うな理想郷の出現である。 しか し、この 「阿美寮」 と
い う名の理想郷はやがてその住人である直子が森のなかで自ら命を断ち、直子のルーム ・メー





されたく桃源郷〉の トポスと遭遇するための過程でもある。『羊をめ ぐる冒険』(1982)に おい
て冒険の旅の最後の目的地である 「広い草原」へ辿 り着 くために潜 りぬけた北海道の山奥の樹
海のイメジャリーは鏡花や漱石によって示 された トポスの延長にあるといえるのだが、異界へ
入る入口として設定されている超現代的なホテルのエレベーター(『ダンス ダンス ダソス』、
1988)や 裏庭の井戸(『ね じまき鳥クロニクル』、1995)な どはまさに 「桃花源記」中の洞窟の
イメジャ リーの見事な現代的変容 といって過言ではないだろう。
漱石が描いたく桃源郷〉が観念的実体に近い理想世界であったなら、村上春樹の描 く理想郷











1日 本 の近代小説 に登場す るく桃源郷 〉モテ ィーフは しば しぼ くこの世/あ の世 〉の ような二元論 の構 図
を伴 うのだが、そ の場合二つの世界の境界 を設定す るた めの小道 具 としてはや は り自然 のなか か ら選ぼ
れ てい ることが多い。た とえば、泉鏡花 な ら川や滝や森 、川端康成 な ら トンネル(こ れ は 「桃 花源記」
中 の山の洞窟のく近代化 〉され た姿であろ う)や 山の峠 な どが好 んで用い られてい る。
2「 奇蹤 るること五百 一朝神界敝 な り 淳薄既 に源 を異 にす 旋復還幽蔽せ らる」
3「 桃花源記」に も幻 の村 には美 しい池がある と記 され ている。 「有 良田美池 桑竹の属 あ り」
152
